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

酸化

硫酸ベンゼン，触媒
  

ルート

ルート


硫酸，  


ルート

酸化剤

　触媒，  ，  



  濃硝酸

濃硫酸

  

臭素水

　化学式   の化合物を原料とする下記の反応ルートに関する説明文を読み，問い

～に答えよ。

ルート　化合物を臭素水に通じると，臭素水の色が消えて化合物となる。

　化合物にはつの立体配置があり，この対の分子はア の関係にあ

　る。

　　化合物，の構造式を書け。化合物については，つの立体配置がわかるよ

　　うにそれぞれの構造式を書くこと。

　　ア に適当な用語を記入せよ。

ルート　化合物からルートで化合物に至る反応では，フェーリ

　ング液を還元する化合物も得られると考えられるが，実際は化合物が生成する。

　また，化合物はルートに示したように，化合物から化合物を経

　た段階の反応でも得ることができる。

　　化合物，，の構造式を書け。

ルート　化合物とベンゼンの反応で化合物を得たのち，上記のルートに従い

　工業的に重要な化合物が誘導される。この工業的方法をイ という。化

　合物を濃硝酸でウ すると， ウ が一回のみ起こった種類の生成物

　とが主に得られる。さらに， ウ が進むと最終的に化合物に至る。化合物

　はエ が可能であるため沸点が高く，またオ を示し水酸化ナトリ

　ウムと反応する。化合物は化合物と比べ，より強い オ を示す。

　　化合物～の構造式を書くとともに，イ ～オ に適当な語句を記入せよ。

　　下線部の理由を字以内で記せ。
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